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統計学の種類(再掲)

• 統計学の種類 

1. 記述統計学（古典統計学） 

2. 推測統計学（近代統計学）

 2

統計学の分類



推定とは？
• 母集団の情報を得ることが目的 

データの背後により大きい母集団があると考え，データは
そこから無作為に抽出された標本とみなし，データ処理に
より母集団の性質を統計的に推測 

• 母数の値を「データの値から推測する」 
母数：母集団の平均や分散などの特性値
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推定量とその性質

 4



確率関数と密度関数

• 確率変数Xの従う分布が，母数θによって特徴付けられるも
のである 

離散型分布：確率関数　　p (x | θ) 

連続型分布：密度関数　　f (x | θ) 

• n個の無作為標本の組をベクトルX＝(X1,X2, …, Xn)で表す．
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推定量と推定値
• 推定量(estimator): 母数θの推定のために用いられる統計量 

T = T(X) = T(X1, … Xn) 

• 推定値(estimate): データx = (x1, … xn)に対する推定量の値 

T = T(X) = T(x1, … xn) 

• 一般に，推定量Tは母数θの周りに分布している 

• 偏り(bias): 推定量Tの平均E(T)と母数θとの誤差 

d = E(T) - θ 

• E(T) = θの時は不偏. その推定量を不偏推定量(unbiased estimator; UE)という
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信頼できる推定を行う
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信頼度100%はダメ？

• 研究では信頼係数99%, 95%, 90%がよく使用される 

データ数や状況によって使用する信頼係数を変える 

• 信頼係数100%は使用されない 

100%信頼できるのに, なぜ使用しないのか？
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信頼度100%はダメ！
• 信頼区間の幅は%が大きくなるにつれ広くなり, 100%では無
限大 

つまり100%は無意味 

• 高校生の身長の信頼区間が信頼度100%で[1m, 2m]となった 

常識で考えて当たり前の結果を示しただけ 

• できるだけ大きい信頼係数で可能な限り狭い範囲の推定区間
を得る必要がある！
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例題
• 2015年12月末時点の各都道府県内に
ある映画館のスクリーンの数 

無作為に10都道府県のデータを抽出 

母分散＝5560 

スクリーン数の分布は正規分布に
従う 

• このデータから母平均の95％信頼区間
を求めよ
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信頼区間95％とは？
• 標準化した値が95%の面積内にあれ
ば良い 

複数の信頼区間の中で真値の含ま
れる信頼区間は95% 

• 信頼区間96%だったら正確になる？ 

信頼区間にも多少の不確かさがあ
るため，95%と96%を比較する
ことにあまり意味はない
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母分散が判明している時の区間推定

1. 標本平均を求める 

2. 標本平均の標準化を求める 

母平均をμ，母分散をσ^2，抽出したサンプル数をnと
すると標本平均の標準化は右式の通り 

•母平均の信頼区間の算出には中心極限定理を利用 

標準正規分布を利用するため，標本平均を標準化 

3. 標準正規分布表から，上側2.5％部分となるZの値を求める 

今回はz＝1.96
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母分散が判明している時の区間推定

• よって標準化した値の範囲
は図１の通り 

1.96はよく出てくるの
で覚えておくと良い 

• μについて式を変形(図２) 

• 値を代入(図３)
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（図１）標準化した値の範囲

（図２）μについて変換

（図３）それぞれの値を代入



解析ツールで信頼区間
を求めましょう！
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